
ワ
イ
ン
残
渣
で
ポ
リ

評
価

査
を
共
同
研
究

本
社
建
設
で
起
工
式

サ
カ
タ
の
タ
ネ

ス
ペ
イ
ン
子
会
社

膵
が
ん
啓
発
活
動

東
海
地
方
で
開
始

ク

ラ

イ

フ

名
古
屋
大
な
ど
と

Ｈ
Ｍ
Ｏ
事
業
な
ど

中
国
企
業
に
売
却

キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ

Ｍ
Ｂ
Ｌ
試
薬
製
品

米
国
向
け
に
販
売

コ
ス
モ
・
バ
イ
オ

畜
産
農
家
の
経
営

実
態
を
数
値
化

デ
ザ
ミ
ス
と
薩
州
開
拓

農
業
協
同
組
合
が
提
携

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

エ
ン
ス
の
種
子
処
理
技
術

「
バ
イ
エ
ル

シ
ー
ド
グ
ロ

ー
ス
」
は
、
稲
の
種
に
あ
ら

か
じ
め
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る

新
し
い
技
術
だ
。
従
来
、
苗

を
育
て
る
箱
に
農
薬
を
ま
い

て
お
り
、
そ
の
作
業
は
多
く

の
工
程
を
要
し
手
間
の
か
か

る
作
業
だ
っ
た
。
種
子
処
理

技
術
を
導
入
す
る
と
、
苗
づ

く
り
中
に
農
薬
を
ま
く
作
業

を
省
力
化
で
き
る
。
長
い
間

効
果
が
続
く
た
め
、
農
閑
期

で
あ
る
冬
の
間
に
種
子
処
理

を
行
う
こ
と
で
、
春
の
繁
忙

期
に
備
え
ら
れ
る
。

と
く
に
、
多
く
の
水
田
を

取
り
扱
う
大
規
模
農
家
や
農

業
法
人
に
適
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
い
え
る
。
農
業
法

人
で
は
年
間
の
作
業
量
を
分

散
化
す
る
こ
と
で
栽
培
面
積

を
広
げ
ら
れ
、
事
業
規
模
の

拡
大
を
図
れ
る
と
い
う
。

種
子
処
理
技
術
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
種
も
み
に
種
子
処

理
剤
と
種
子
被
覆
剤
を
施

す
。
吸
水
時
に
薬
剤
が
内
部

に
取
り
込
ま
れ
る
。
浸
透
移

行
性
薬
剤
と
し
て
箱
施
用
剤

と
同
等
の
病
害
虫
駆
除
効
果

や
残
効
を
発
揮
す
る
。
農
閑

期
に
塗
抹
す
れ
ば
残
効
性
に

よ
り
田
植
え
後
の
本
田
で
も

病
害
虫
を
防
除
で
き
る
。

ほ
場
の
環
境
や
品
質
の
特

徴
な
ど
を
考
慮
し
、
防
除
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
薬
剤
を
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
。
い

も
ち
病
や
紋
枯
病
、
初
期
害

虫
な
ど
主
要
な
病
害
虫
に
応

じ
て
薬
剤
処
理
さ
れ
た
種
も

み
を
選
択
で
き
る
。
各
ほ
場

に
最
適
な
防
除
を
可
能
に
す

る
た
め
、
農
薬
使
用
量
の
適

正
化
を
図
れ
る
。
ひ
い
て
は

省
コ
ス
ト
化
、
農
家
の
持
続

可
能
性
向
上
に
つ
な
が
る
。

種
子
処
理
技
術
は
他
の
農
薬

メ
ー
カ
ー
も
有
す
る
が
、
同

社
は
３
剤
の
組
み
合
わ
せ
、

さ
ら
に
効
果
を
保
つ
た
め
の

種
子
被
覆
剤
を
併
用
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
強
み
が
あ

る
。移

植
栽
培
と
直
播
（
じ
か

ま
き
）
栽
培
の
双
方
に
対
応

し
て
い
る
。
同
社
は
「
移
植

栽
培
で
は
箱
処
理
剤
か
ら
の

切
り
替
え
を
推
進
す
る
」（
同

社
）
考
え
だ
。

塗
抹
作
業
は
シ
ン
プ
ル
で

あ
り
、
一
例
と
し
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
を
使
う
手

法
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ミ
キ
サ
ー
に
種
も
み
を
薬
剤

と
と
も
に
入
れ
て
回
転
さ

せ
、
そ
の
後
乾
燥
さ
せ
る
と

い
っ
た
簡
便
な
作
業
で
塗
抹

作
業
は
完
了
す
る
。
投
入
量

は
２０
�
�
を
推
奨
し
て
い

る
。バ

イ
エ
ル

シ
ー
ド
グ
ロ

ー
ス
の
３
剤
は
２０
年
に
上
市

さ
れ
、
２１
年
に
本
格
的
な
展

開
を
開
始
し
た
。
実
績
は
毎

年
増
加
傾
向
に
あ
る
。「
研
究

所
で
確
認
し
た
安
全
性
や
効

果
を
こ
こ
数
年
、
農
地
で
確

認
で
き
た
」（
同
）と
し
て
、数

年
の
実
績
を
基
に
、
さ
ら
な

る
普
及
に
つ
な
げ
て
い
く
。

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
水
稲

種
子
処
理
技
術
の
普
及
に
力
を
入
れ
る
。
あ
ら
か
じ
め
種
も
み
（
種
に

す
る
米
）
に
種
子
処
理
剤
と
種
子
被
覆
剤
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と

で
防
除
効
果
を
付
与
し
、
種
ま
き
後
の
防
除
作
業
を
簡
略
化
で
き
る
。

処
理
後
６
〜
９
カ
月
間
保
存
で
き
る
た
め
、
農
閑
期
で
あ
る
冬
に
作
業

を
行
い
、
繁
忙
期
で
あ
る
春
に
備
え
る
こ
と
で
、
年
間
に
お
け
る
農
作

業
の
平
準
化
を
図
れ
る
。
種
子
処
理
剤
の
使
い
方
次
第
で
、
箱
粒
剤
と

比
較
し
て
薬
剤
使
用
量
を
９０
％
以
上
削
減
で
き
る
と
し
て
い
る
。
散
布

量
の
適
正
化
や
収
益
性
の
向
上
、
省
力
化
、
環
境
性
を
訴
求
し
、
日
本

の
水
稲
農
家
に
種
子
処
理
技
術
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

日
本
輸
入
化
粧
品
協
会
に

よ
る
と
、
２
０
２
４
年
１
〜

９
月
期
の
化
粧
品
輸
入
実
績

は
、前
年
同
期
比
１７
・
５
％
増

の
３
２
７
４
億
４
０
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
前
年
同
期
を
上

回
っ
た
。
口
紅
や
ア
イ
メ
ー

ク
類
を
含
む
「
カ
ラ
ー
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
化
粧
品
類
」
の
伸

び
が
目
立
っ
た
ほ
か
、「
香
水

・
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
類
」「
ベ
ー

ス
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
・
皮
膚
用

化
粧
品
類
（
ボ
デ
ィ
含
む
）」

も
堅
調
に
推
移
し
た
。「
頭
髪

用
化
粧
品
類
」
は
前
年
同
期

を
わ
ず
か
に
上
回
っ
た
。

国
別
の
輸
入
実
績
で
は
、

韓
国
が
同
３４
・
５
％
増
の
９

４
１
億
９
０
０
０
万
円
と
引

き
続
き
存
在
感
を
増
し
て
い

る
。
続
く
フ
ラ
ン
ス
は
同
２２

・
６
％
増
の
２
２
６
億
７
０

０
０
万
円
だ
っ
た
。

「
香
水
・
オ
ー
デ
コ
ロ
ン

類
」
の
輸
入
実
績
は
、
同
２０

・
４
％
増
の
３
４
５
億
９
０

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
フ
ラ
ン
ス

が
６５
・
５
％
と
い
う
圧
倒
的

な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、

同
２２
・
６
％
増
の
２
２
６
億

７
０
０
０
万
円
と
大
幅
に
伸

長
し
た
。

「
カ
ラ
ー
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ

化
粧
品
類
」
も
、
同
３０
％
増

の
５
３
７
億
６
０
０
０
万
円

と
前
年
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
を
強

い
ら
れ
た
口
紅
類
は
、
同
７６

・
３
％
増
の
２
７
０
億
６
０

０
０
万
円
と
今
期
も
伸
び

た
。
ア
イ
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
類

お
よ
び
ネ
ー
ル
ズ
類
も
堅
調

に
推
移
し
た
。
国
別
で
は
韓

国
が
同
５５
・
３
％
増
の
１
８

８
億
５
０
０
０
万
円
、
フ
ラ

ン
ス
が
同
３０
％
増
の
１
３
２

億
６
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。

「
頭
髪
用
化
粧
品
類
」
は

同
１
・
１
％
増
の
４
５
０
億

１
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
他

国
の
実
績
合
計
が
、
２
６
０

億
９
０
０
０
万
円
で
全
体
の

５８
％
を
占
め
て
い
る
の
が
特

徴
。
そ
の
な
か
で
も
タ
イ
は

カ
テ
ゴ
リ
ー
全
体
の
４３
・
６

％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
シ

ャ
ン
プ
ー
の
シ
ェ
ア
は
５５

％
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
や

ヘ
ア
オ
イ
ル
、
ク
リ
ー
ム
な

ど
整
髪
料
の
合
計
で
も
４
割

近
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。

「
ベ
ー
ス
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
・
皮
膚

用
化
粧
品
類
（
ボ

デ
ィ
含
む
）」は
、

同
１９
・
２
％
増
の

１
４
６
７
億
３
０

０
０
万
円
と
堅
調

に
推
移
し
た
。
国

別
で
は
韓
国
が
同

２３
％
増
の
５
８
８

億
９
０
０
０
万
円

と
引
き
続
き
好
調

で
４
割
以
上
の
シ

ェ
ア
を
占
め
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
同
２５

・
７
％
増
の
４
１

１
億
４
０
０
０
万

円
だ
っ
た
。

拡
大
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。同

社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
糖
関
連

の
開
発
技
術
を
で
ん
粉
事
業

に
応
用
し
、
新
た
な
市
場
を

開
拓
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

ま
た
、
既
存
事
業
と
の
シ
ナ

ジ
ー
を
生
か
し
、
販
路
の
さ

ら
な
る
拡
大
も
図
る
。

今
後
、
２
０
２
５
年
１
月

に
も
Ｔ
Ｗ
Ｐ
Ｃ
が
新
会
社
を

設
立
し
て
、
３
月
末
ま
で
に

フ
ジ
日
本
が
株
式
を
取
得
、

４
月
１
日
か
ら
事
業
を
開
始

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
。

が
持
つ
抗
酸
化
力
に
よ
っ
て

肌
老
化
の
原
因
で
あ
る
酸
化

を
防
ぐ
働
き
や
美
白
を
は
じ

め
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、

抗
炎
症
、
肌
の
く
す
み
の
原

因
と
な
る
糖
化
作
用
を
抑
え

る
機
能
性
が
期
待
で
き
る
と

い
う
。
成
果
は
先
月
中
旬
に

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
化

粧
品
技
術
を
競
う
世
界
最
大

の
研
究
発
表
会
「
第
３４
回
国

際
化
粧
品
技
術
者
会
連
盟

（
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）イ
グ
ア
ス
大

会
２
０
２
４
」で
発
表
し
た
。

抑
制
し
、
財
政
と
規
制
の
両

面
で
の
刺
激
策
を
与
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
提
言
し

て
い
る
。

１
５
６
カ
国
を
対
象
に
詳

細
な
調
査
・
分
析
を
実
施
し

て
、
市
場
価
格
に
反
映
さ
れ

な
い
食
料
の
生
産
、
流
通
、

消
費
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る

コ
ス
ト
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
コ
ス
ト
計
算
を
試
算
し

た
。
そ
の
結
果
、
隠
れ
た
コ

ス
ト
を
増
や
し
て
い
る
の

は
、
主
に
高
中
所
得
国
や
高

所
得
国
の
よ
り
工
業
化
が
進

ん
だ
農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム

で
の
健
康
面
の
隠
れ
た
コ
ス

ト
、
次
い
で
環
境
面
で
の
隠

れ
た
コ
ス
ト
だ
と
判
明
し

た
。健

康
へ
の
影
響
の
分
析
に

あ
た
り
、
１３
の
食
事
リ
ス
ク

要
因
を
指
摘
。
全
粒
穀
物
・

果
物
・
野
菜
の
摂
取
不
足
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
過
剰
摂
取
、

赤
身
肉
や
加
工
肉
の
多
量
摂

取
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
し

た
。
一
方
、
農
業
・
食
料
シ

ス
テ
ム
は
多
様
で
、
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
リ
ス
ク
要
因
が
大

き
く
異
な
る
と
も
指
摘
し
て

い
る
。

価
す
る
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
検

査
を
実
施
す
る
た
め
の
共
同

研
究
契
約
を
締
結
し
た
と
発

表
し
た
。
日
本
医
療
研
究
開

発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
認

知
症
研
究
開
発
事
業
「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
疾
患
修
飾
薬

全
国
臨
床
レ
ジ
ス
ト
リ
の
構

築
と
解
析
」（
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
Ｔ
レ

ジ
ス
ト
リ
）
の
一
環
で
、
同

社
の
Ａ
Ｄ
薬
「
レ
ケ
ン
ビ
」

の
安
全
性
・
有
効
性
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
Ａ

Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
検
査
は
日
本

で
は
未
承
認
の
た
め
、
エ
ー

ザ
イ
が
検
査
費
用
を
負
担

し
、
検
査
結
果
を
レ
ケ
ン
ビ

の
特
定
使
用
成
績
調
査
（
全

例
調
査
）
の
デ
ー
タ
と
あ
わ

せ
再
審
査
申
請
に
使
用
す
る

予
定
。

Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
検
査

は
、
レ
ケ
ン
ビ
な
ど
抗
ア
ミ

ロ
イ
ド
（
Ａ
）
β
抗
体
治
療

の
副
作
用
で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ

ド
関
連
画
像
異
常
（
Ａ
Ｒ
Ｉ

Ａ
）
の
発
生
頻
度
を
評
価
す

る
検
査
。
米
国
で
は
レ
ケ
ン

ビ
投
与
前
に
同
検
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
が
、
日
本
で
は

未
承
認
。
保
険
診
療
下
で
Ａ

Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
情
報
を
収
集

で
き
な
い
一
方
で
、
当
局
か

ら
は
レ
ケ
ン
ビ
承
認
後
に
Ａ

Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
検
査
の
結
果

を
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｄ

Ｄ
Ｍ
Ｔ
レ
ジ
ス
ト
リ
の
枠
組

み
で
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
と
共
同
研
究

契
約
を
締
結
し
、
検
査
結
果

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
。Ａ

Ｄ
Ｄ
Ｍ
Ｔ
レ
ジ
ス
ト
リ

は
、
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
を
代
表
研
究

機
関
と
し
た
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
事

業
。
抗
Ａ
β
抗
体
な
ど
を
用

い
た
日
常
診
療
で
得
ら
れ
た

臨
床
情
報
や
検
査
デ
ー
タ
を

取
得
し
、
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子

型
に
応
じ
た
薬
剤
の
有
効
性

・
安
全
性
を
検
討
す
る
。

サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、
ス
ペ

イ
ン
子
会
社
が
新
本
社
建
設

の
起
工
式
を
開
催
し
た
と
発

表
し
た
。
竣
工
は
２
０
２
６

年
を
予
定
し
、
ト
マ
ト
、
ペ

ッ
パ
ー
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
品

種
開
発
を
行
う
。
起
工
式
に

は
坂
田
宏
社
長
ら

が
出
席
。
坂
田
社

長
は
「
新
本
社
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
新
た
な
拠
点
と

な
り
、
チ
ー
ム
間

の
協
力
を
促
進

し
、
将
来
の
大
き

な
進
展
と
成
果
を

も
た
ら
す
と
確
信

し
て
い
る
」
な
ど

と
述
べ
た
。

Ｃ
ｒ
ａ
ｉ
ｆ
（
ク
ラ
イ
フ
、

東
京
都
文
京
区
）
は
こ
の
ほ

ど
、
す
い
臓
が
ん
啓
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
と
発

表
し
た
。
名
古
屋
大
学
や
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
な
ど
と
共
同

で
立
ち
上
げ
た
。
第
一
弾
と

し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

従
業
員
や
一
般
の
人
に
向
け

て
、
同
社
が
開
発
し
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
い
臓
が
ん

リ
ス
ク
を
調
べ
ら
れ
る
ア
プ

リ
を
使
っ
て
も
ら
う
。
リ
ス

ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
人

か
ら
抽
選
で
１
０
０
人
に
、

尿
で
簡
便
に
実
施
で
き
る
ク

ラ
イ
フ
の
が
ん
検
査
サ
ー
ビ

ス
「
マ
イ
シ
グ
ナ
ル
・
ス
キ

ャ
ン
」
を
１
０
０
人
に
無
償

で
提
供
す
る
。

マ
イ
シ
グ
ナ
ル
・
ス
キ
ャ

ン
は
、
主
要
な
が
ん
に
罹
っ

て
い
る
リ
ス
ク
を
尿
で
調
べ

ら
れ
る
キ
ッ
ト
。
自
宅
で
検

体
を
採
取
し
、
ク
ラ
イ
フ
の

検
査
ラ
ボ
へ
送
る
だ
け
で
完

了
す
る
。
す
で
に
国
内
数
百

件
の
医
療
機
関
や
自
社
サ
イ

ト
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。

す
い
臓
が
ん
は
５
年
生
存

率
が
８
％
と
が
ん
の
な
か
で

も
最
も
予
後
が
悪
く
、
国
内

の
が
ん
種
別
死
亡
者
数
で
も

胃
が
ん
を
抜
い
て
３
位
。
早

期
発
見
も
難
し
く
、
定
期
的

な
検
査
が
重
要
と
さ
れ
る
。

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
Ｈ
Ｄ
）
は
、
子
会
社
の

協
和
発
酵
バ
イ
オ
が
手
が
け

る
ア
ミ
ノ
酸
お
よ
び
ヒ
ト
ミ

ル
ク
オ
リ
ゴ
糖
（
Ｈ
Ｍ
Ｏ
）

事
業
を
中
国
の
大
手
バ
イ
オ

産
業
会
社
で
あ
る
梅
花
生
物

科
技
集
団
に
売
却
す
る
と
発

表
し
た
。
売
却
額
は
約
１
０

５
億
円
。
２
０
２
５
年
１０
〜

１２
月
に
も
譲
渡
を
完
了
さ
せ

る
見
通
し
。

キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ
お
よ
び
協
和

発
酵
バ
イ
オ
は
、
こ
れ
ま
で

ア
ミ
ノ
酸
事
業
な
ど
の
抜
本

的
な
構
造
改
革
を
検
討
し
て

き
た
が
、
消
費
者
へ
高
品
質

な
製
品
を
提
供
す
る
に
は
、

高
い
技
術
を
持
つ
企
業
に
事

業
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
最
良

と
判
断
し
た
。
今
後
、
協
和

発
酵
バ
イ
オ
は
、
シ
チ
コ
リ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ペ
シ

ャ
リ
テ
ィ
素
材
事
業
を
主
軸

に
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

コ
ス
モ
・
バ
イ
オ
は
、
医

学
生
物
学
研
究
所
（
Ｍ
Ｂ
Ｌ
、

東
京
都
港
区
）
が
開
発
・
製

造
す
る
製
品
に
つ
い
て
、
米

国
向
け
に
販
売
代
理
店
と
し

て
取
り
扱
う
と
発
表
し
た
。

販
売
は
２
０
２
５
年
１
月
か

ら
開
始
予
定
。
Ｍ
Ｂ
Ｌ
の
研

究
用
試
薬
約
１
６
０
０
品
目

を
扱
う
。
Ｍ
Ｂ
Ｌ
は
病
院
・

検
査
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
臨

床
検
査
薬
を
は
じ
め
、
大
学

・
企
業
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
研
究
を
支
え
る
基
礎

研
究
用
試
薬
の
研
究
・
開
発

・
製
造
・
販
売
な
ど
を
得
意

と
し
て
い
る
。
と
く
に
研
究

用
試
薬
で
は
、
が
ん
免
疫
療

法
や
再
生
医
療
分
野
の
創
薬

研
究
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
高

性
能
な
抗
体
や
キ
ッ
ト
に
定

評
が
あ
る
。

畜
産
Ｉ
Ｔ
企
業
の
デ
ザ
ミ

ス
（
東
京
都
江
東
区
）
と
薩

州
開
拓
農
業
協
同
組
合
は
、

畜
産
経
営
の
未
来
を
支
援
す

る
取
り
組
み
の
た
め
に
業
務

提
携
契
約
を
締
結
し
た
。
同

組
合
が
傘
下
組
合
員
に
行
う

経
営
指
導
、
営
農
指
導
に
関

し
、
デ
ザ
ミ
ス
が
展
開
す
る

牛
の
行
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
畜
産
農

家
の
営
農
実
態
を
数
値
化
す

る
。
見
え
に
く
か
っ
た
営
農

実
態
を
数
字
で
可
視
化
し
、

具
体
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
牛
の
行
動
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
個
体
ご
と
の
活
動
状
況

や
疾
病
傾
向
、
発
情
兆
候
な

ど
を
検
知
す
る
。
ロ
ス
コ
ス

ト
確
認
が
で
き
、
よ
り
高
度

な
牧
場
経
営
の
実
現
に
役
立

て
る
。

化粧品輸入実績（２０２４年１～９月期）

前年同期比

２０．４％

３０％

１９．２％

１．１％

１７．５％

（日本輸入化粧品協会の資料を基に作成）

金額（億円）

３４５．９

５３７．６

１,４６７．３

４５０．１

３,２７４．４

香水・オーデコロン類

カラーメーキャップ化粧品類

ベースメーキャップ・皮膚用
化粧品類（ボディ含む）

頭髪用化粧品類

合 計

主
要
品
目

バイエルクロップサイエンス

水
稲
種
子
処
理

日
本
で
普
及

薬
剤
使
用
量
を
大
幅
低
減

起工式の様子（右から

２人目が坂田社長）

Ｆ
Ａ
Ｏ
ま
と
め

不
健
康
な
食
生
活
が
原
因

隠れたコスト年１２兆�に
世界の農業・食料システム

水
稲
種
子
処
理
技
術
を
コ
ス
ト
・
環
境
面
で
も

訴
求
し
て
い
く
（
種
子
処
理
乾
燥
後
の
様
子
）１７．５％増の３２７４億４０００万円

２４年１～９月期化粧品輸入

全
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
増
加

カ
ラ
ー
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
が
伸
長

２０２４年（令和６年）１１月２７日（水曜日）（第三種郵便物認可）（１１）
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